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 現在，熱可塑性樹脂を用いたノンメタルクラスプデンチャーは，クラスプ部分が歯肉色を有するレジン

であるため，審美性の高い部分床義歯として使用されている。また金属アレルギーの心配がないため，患

者が受け入れやすいと考えられている。 
しかし，ノンクラスプデンチャーに使用されている熱可塑性樹脂は剛性が低いため，患者の審美性への要

求が優先され，本来の適応範囲を超える場合には，支台歯の移動，欠損部顎堤の異常吸収などを引き起こ

すことが指摘されている。このような背景を踏まえ，審美性の向上と金属アレルギーの観点から，金属を

用いず，優れた機械的性質を有する部分床義歯材料の開発が今後さらに望まれるものと考えられる。 
 そこで本論文の著者は，審美性を維持しつつ，機械的性質を有するノンメタルクラスプデンチャー材料

の開発を目的とし，熱可塑性樹脂をグラスファイバーで強化した，グラスファイバー強化熱可塑性プラス

チック（Glass fiber-reinforced thermoplastic，以後 GFRTP）を射出成形により作製することとした。その際，

マトリックスである熱可塑性樹脂に，ポリプロピレンおよびポリアミドを用いた場合の二種類の GFRTP の

作製を試みた。さらに，ノンメタルクラスプデンチャー材料としての最適設計を行うために，グラスファ

イバー含有率を段階的に変化させた GFRTP をそれぞれ作製した。また，作製した GFRTP について，密度

測定，曲げ試験および着色試験の各種実験を行い，新規ノンメタルクラスプデンチャー材料としての有用

性について評価した。 
 本研究では，グラスファイバー強化ポリプロピレンペレットおよびグラスファイバー強化ポリアミドペ

レット（ファイバー含有率：50 mass%，ファイバー直径：17 µm，ファイバー長さ：10 mm）を乾燥後，加

熱・溶融し，ノンメタルクラスプデンチャー用成形機を用いた射出成形法により GFRTP をそれぞれ作製し

た。また GFRTP のキャラクタリゼーションを行うために，希釈用ポリプロピレンペレットおよびポリアミ

ドペレットを種々の割合で混合することにより，グラスファイバー含有率を 0，5，10，20，30，40，50 mass%
に変化させた GFRTP をそれぞれ作製した。なお対照群として，市販アクリル系義歯床用材料である常温重

合型のポリベース（以後 PB）および加熱重合型のイボカップ（以後 IC），また市販ノンメタルクラスプデ

ンチャー材料であるポリアミド系のバルプラスト（以後 VA）およびポリエステル系のエステショットブラ

イト（以後 EB）の計 4 種類を用いた。作製した GFRTP の成形性を評価するために，アルキメデス法によ

る密度測定を行い，グラスファイバーおよびポリプロピレンまたはポリアミドの既定の密度より GFRTP の

理論密度をそれぞれ算出した。また，GFRTP の曲げ特性を評価するために，インストロン万能試験機を用

いて三点曲げ試験を行い，GFRTP の曲げ強度および曲げ弾性係数を算出した。さらに，GFRTP の口腔内使

用での色調安定性について検討するため，GFRTP をコーヒー液に浸漬し，浸漬前と浸漬 24 時間，1，2，4
週間後に取り出した試料を色彩色差計により測色することで色差を算出した。 
本研究により，次のような結果を得ている。 

1) 密度測定において，各グラスファイバー含有率における GFRTP の密度の実測値は理論値と一致した。

そのため，作製した GFRTP はファイバー含有量を変化させても空隙等の欠陥を生じず，高い成形性を

示した。 
2) 三点曲げ試験において，GFRTP の曲げ強度および曲げ弾性係数の値はグラスファイバー含有率の増加

に伴い，上昇した。また，GFRTP はファイバー含有率を変化させることで力学的特性を大きくコント

ロールできることが確認された。さらに，ポリアミド製 GFRTP は脆性を示した一方，ファイバー含有

率 10～20 mass%のポリプロピレン製GFRTPは市販ノンメタルクラスプデンチャー材料であるVAおよ



び EB と同様に高い延性を有し，さらに市販アクリル系義歯床用材料である PB および IC と同等の剛

性を示した。 
3) コーヒー液を用いた着色試験において，GFRTP は 4 週間の浸漬期間を通して，肉眼的に著しい色調変

化は観察されず，また色彩色差計での計測においても臨床的に許容できる範囲の色調変化であること

が確認された。 
4) 成形プロセスにおいて，特別な設備を必要とせず，既存のノンメタルクラスプデンチャー用成形機に

より GFRTP を作製するシステムを確立した。 
 以上の結果から本論文の著者は，グラスファイバー強化ポリプロピレンは既存のノンメタルクラスプデ

ンチャー材料の特徴である延性を有しつつ，アクリル系義歯床用材料と同等の剛性を併せ持つこと，通法

により部分床義歯を成形できることを見出している。さらに，グラスファイバー含有率を変化させること

でその補強効果を調節できるため，今後症例に応じて適切な機械的性質を有する新規ノンメタルクラスプ

デンチャー材料として有用であると結論付けている。 
 本研究は，補綴歯科治療における新規ノンメタルクラスプデンチャー材料としてのグラスファイバー強

化ポリプロピレンの有用性を示したものであり，今後，優れた審美性と機械的性質を有するノンメタルク

ラスプデンチャーの発展に大きく寄与するものである。 
 よって本論文は，博士（歯学）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
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